
ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日 第 三 種 郵 便 物 承 認 通 巻 ６３１９号 ２０１８年 １月 ２８日 発 行 （日 刊 ）

- 1 -

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/

《

わ
だ
ち
目
次

》

！
こ
の
国
の
行
方
・
・
・
の
問
い
！

（
４
） 

 
 

 
 

・
・
・
１
Ｐ

累
犯
障
害
者
・
高
齢
者
の
社
会
復

帰
を
支
え
る 

 
 

・
・
・
４
Ｐ

貧
乏
暇
あ
り 

 
 

・
・
・
１１
Ｐ

～
み
ん
な
で
集
お
う
心
ふ
れ
あ
う

人
権
広
場
～

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ

ス
タ
福
岡
２
０
１
７
に
参
画

し
て 

 
 

 
 

 

・
・
・
１４
Ｐ

も
し
も
の
時
は
！

災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル 

 
 

 
 

・
・
・
１６
Ｐ

障
害
者
週
間
・
啓
発
活
動

・
・
・
１７
Ｐ

今
月
の
時
事 

 
 

・
・
・
１８
Ｐ

２０１７年１０月１０日

NO.２０４

！
こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
へ
問
い
！
（
４
）

国
会
閉
会
後
二
ヵ
月
の
夏
休
み
の
後
、
九
月
末
か
ら
会
期
が
始
ま
る
か

と
・
・
・
突
然
、
何
の
審
議
も
な
く
冒
頭
解
散
、「
国
難
突
破
」
？
？
～
「
解

散
は
首
相
の
専
権
事
項
」
だ
と
豪
語
。
七
〇
〇
億
円
掛
け
て
の
総
選
挙
ゲ

ー
ム
で
狂
奔
（
狂
っ
た
様
に
走
り
出
す
）
す
る
。
国
会
議
員
は
年
間
一
人

二
億
円
の
税
金
を
使
っ
て
い
る
現
実
～
こ
ん
な
職
業
が
ほ
か
に
あ
る
の

か
？
ま
し
て
「
差
別
意
識
（
内
包
し
た
考
え
方
）
」
で
る
人
、
唐
変
木
な
「
発

言
」
の
方
々
も
い
る
。
居
眠
る
人
や
携
帯
を
使
う
人
も
い
る
。
失
言
、
失

態
を
問
わ
れ
る
と
「
失
言
（
本
意
は
云
々
か
ん
ぬ
ん
～
誤
解
を
招
く
発
言
）

と
「
言
い
換
え
て
（
発
言
の
真
意
か
ら
ず
れ
）」
一
件
落
着
と
し
「
己
の
本

質
」
を
省
み
な
い
。
国
会
議
員
の
役
務
を
何
と
考
え
て
い
る
の
か
、
自
覚
・

思
考
力
も
な
い
と
思
え
る
の
は
、
私
だ
け
か
？
か
け
離
れ
て
い
る
「
質
疑
」

へ
の
聴
取
力
な
き
、
ヒ
モ
解
く
「
丁
重
な
協
議
」
は
、
言
葉
の
み
の
丁
重

さ
で
「
で
ご
ざ
い
ま
す
。
～
な
ど
で
は
な
い
？
）
質
問
へ
の
「
答
弁
は
意

味
不
明
」
で
あ
り
、
の
ら
り
く
ら
り
と
、
逃
げ
の
答
弁
～
で
し
か
な
い
。

自
問
す
る
。
民
主
主
義
の
破
綻
回
避
・
打
開
が
視
え
な
い
。

政
治
を
商
売
に
す
る
「
人
た
ち
」、
職
業
（
働
く
）
と
す
る
方
々
に
「
嘔

吐
」
が
出
そ
う
。
こ
れ
ま
で
も
、
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
を
つ
け
て
の
任

期
前
解
散
を
連
発
し
、
五
年
で
三
回
も
の
総
選
挙
、
異
常
で
あ
っ
た
。

今
回
は
「
野
党
勢
力
の
分
散
と
準
備
不
足
に
「
虚
を
衝
く
、
今
の
う
ち

解
散
」
と
揶
揄
さ
れ
た
。
度
重
な
る
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
背
景
に
危

機
感
を
煽
り
「
国
難
突
破
」
と
声
高
々
に
「
国
民
を
守
る
政
治
を
」
と
。

ト
ラ
ン
プ
の
来
日
で
は
、
お
友
達
友
愛
を
示
し
（
追
随
）、
ト
ラ
ン
プ
の
『
北

朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
は
撃
ち
落
と
さ
な
い
の
か
』
と
の
問
い
に
「
最
新
鋭
の
ス

テ
レ
ス
戦
闘
機
Ｆ
三
五
」
な
ど
「
買
っ
て
準
備
し
ま
す
」
と〜

即
答
（
合

意
済
み
の
シ
ナ
リ
オ
）。「
こ
れ
は
日
本
の
安
全
保
障
の
た
め
」
と
の
強
調
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は
じ
め
に

家
族
や
支
援
者
、
さ
ら
に
居
場

所
も
な
く
、
劣
悪
な
生
育
歴
の
中

で
、
福
祉
と
結
び
つ
く
こ
と
が
な

い
障
害
者
や
高
齢
者
が
い
る
こ
と
。

彼
ら
が
、
生
き
て
い
く
た
め
に

罪
を
犯
し
、
そ
の
、
罪
が
お
に
ぎ

り
一
個
の
万
引
き
や
無
銭
飲
食
・

無
賃
乗
車
の
よ
う
な
微
罪
で
、
繰

り
返
し
刑
務
所
に
入
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
き
の
び
て
い
る
現
実
が
あ

り
ま
す
。
出
所
後
の
障
害
者
や
高

齢
者
の
再
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

裁
判
か
ら
矯
正
施
設
と
い
っ
た
、

繋
ぎ
目
で
福
祉
の
支
援
を
行
う
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、

「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ

ー
」
が
発
足
し
た
の
で
す
。
地
域

生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
刑

務
所
を
出
所
し
た
障
害
者
や
高
齢

者
の
社
会
復
帰
を
促
し
再
犯
を
防

ぐ
た
め
、
平
成
二
一
年
七
月
に
、

保
護
観
察
所
と
協
働
し
、
厚
生
労

働
省
の
補
助
事
業
「
地
域
生
活
定

着
支
援
事
業
（
現
在
は
地
域
生
活

定
着
促
進
事
業
）
を
根
拠
と
し
て

設
置
が
始
ま
り
、
平
成
二
四
年
三

月
に
全
国
四
七
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
た
の
で
す
。
累
犯
障
害
者
・

高
齢
者
を
支
え
る
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
功
例
は
、
下
関
駅
放
火

事
件
を
起
こ
し
た
福
田
九
右
衛
門

氏
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
抱
樸
」

の
理
事
長
で
牧
師
の
奥
田
知
志
氏

の
支
援
を
得
て
、
仲
間
と
共
に
安

定
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
姿
が
、

十
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
実
名
報
道
で
し

た
。
一
年
前
、
彼
と
出
会
っ
て
い

た
私
は
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
学
び

昨
年
九
月
十
日
（
土
）、
西
南
学

院
大
学
チ
ャ
ペ
ル
を
会
場
に
「
下

関
駅
放
火
事
件
か
ら
十
年�

?

累
犯

障
が
い
者
・
高
齢
者
を
支
え
る
包

摂
型
地
域
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
講
師
は
、
村
木
厚

子
氏（
元
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
）

で
し
た
。

（
講
演
中
の
村
木
厚
子
氏
）

村
木
氏
は
、「
郵
政
不
正
冤
罪
事

件
」
で
大
阪
地
検
特
捜
部
に
逮
捕

勾
留
さ
れ
た
経
験
を
持
ち
「
検
察

の
在
り
方
検
討
会
議
」
で
意
見
を

述
べ
て
い
ま
す
。

演
目
は
、「
共
生
社
会
を
創
る
」

で
す
。
そ
の
、
講
演
で
着
目
し
た

の
は
「
負
の
回
転
ド
ア
」
の
項
目

で
し
た
。
周
囲
の
無
理
解
で
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
。居
場
所
が
な
く
、孤
立
す
る
。

そ
し
て
罪
を
犯
し
、
家
族
や
周

囲
と
の
関
係
が
崩
壊
・
破
壊
す
る
。

孤
独
や
生
活
苦
が
深
ま
り
、
罪

を
繰
り
返
す
。
犯
罪
を
繰
り
返
す

障
害
者
や
高
齢
者
に
は
、
こ
う
し

た
「
負
の
回
転
ド
ア
（
連
鎖
）」
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
罪
を
償
っ
た
直
後
か
ら

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い

で
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
支
援
を

展
開
す
る
働
き
を
す
る
の
で
す
。

続
い
て
、「
福
岡
県
地
域
生
活
定

着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
福
岡
県
地
域
生

活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

二
二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

累
犯
障
害
者
・
高
齢
者
の
社
会
復
帰
を
支
え
る

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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貧
乏
暇
あ
り

学
校
の
便
所
（
ト
イ
レ
）
と
言

え
ば
怪
談
話
が
つ
き
も
の
。
私
が

通
っ
て
い
た
小
学
校
は
棟
の
教
室

と
教
室
の
間
の
暗
い
通
路
を
通
っ

た
先
に
あ
る
離
れ
の
汲
み
取
り
式

の
便
所
で
あ
っ
た
。
毎
日
、
当
番

が
せ
っ
せ
と
掃
除
は
し
て
い
る
も

の
の
汲
み
取
り
式
で
あ
る
の
と
壁

に
向
か
っ
て
放
尿
す
る
男
子
便
所

だ
っ
た
の
で
臭
気
も
ひ
ど
か
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

そ
ん
な
状
態
だ
か
ら
、
薄
暗
い

通
路
で
人
が
死
ん
で
い
た
と
か
、

便
壺
の
中
に
猫
の
死
骸
が
あ
っ
た

と
か
怪
談
め
い
た
噂
話
が
な
ん
と

な
く
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
の
話
題
は
「
学
校

の
便
所
」
で
は
な
く
「
学
校
の
ト

イ
レ
」
の
話
で
あ
る
。

９
月
の
あ
る
日
、
相
談
会
の
場

所
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
『
避
難
所

に
つ
い
て
～
ト
イ
レ
の
確
保
・
管

理
を
中
心
に
～
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
研
修
会
が
あ
る
と
案
内
を
戴

き
役
員
３
名
で
参
加
し
た
。

【
学
校
の
ト
イ
レ
研
究
会
】
と

い
う
団
体
の
主
催
で
、
災
害
時
に

お
け
る
学
校
の
ト
イ
レ
の
役
割
と

い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

学
校
の
ト
イ
レ
研
究
会
が
災
害

時
の
ト
イ
レ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
何
故
か
？

災
害
時
に
第
１
次
避
難
所
と
し

て
受
け
皿
と
な
る
の
が
徒
歩
圏
内

に
あ
る
学
校
の
体
育
館
や
校
舎
で

あ
る
。
常
設
の
ト
イ
レ
は
ほ
と
ん

ど
が
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
ず
に
行
け

る
屋
内
に
あ
る
。

避
難
し
て
き
た
住
民
の
ト
イ
レ

需
要
数
を
こ
な
す
に
は
屋
内
常
設

ト
イ
レ
だ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
足
り

な
い
が
常
設
ト
イ
レ
が
避
難
し
て

き
た
住
民
（
高
齢
者
・
障
害
者
・

幼
児
等
）
の
使
用
可
能
で
な
け
れ

ば
ト
イ
レ
は
な
い
も
同
然
で
あ
る
。

そ
ん
な
事
情
で
学
校
の
ト
イ
レ
研

究
会
は
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担

当
）
の
参
事
補
佐
官
よ
り
災
害
時

避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
っ
た
。

避
難
所
に
つ
い
て
の
認
識
ま
と

め
と
し
て

①
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
は
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
へ

の
移
動
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
避
難
所
と
し
て
事
前
に
周
知
さ

れ
て
い
て
も
、
施
設
の
安
全
面
の

確
認
が
で
き
な
け
れ
ば
避
難
所
と

し
て
は
開
設
さ
れ
な
い
こ
と
。

③
発
災
後
に
自
宅
が
居
住
可
能
で

あ
れ
ば
、
自
宅
で
生
活
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
避
難
所
の
対
象
者
と

し
て
は
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
避
難
所
は
想
定
収
容
人
数
も
あ

り
、
ま
た
、
常
時
介
護
が
必
要
な

人
や
重
病
の
た
め
治
療
が
必
要
な

人
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
避
難
所

の
対
象
者
と
し
て
は
予
定
し
て
い

な
い
こ
と
。

⑤
発
災
後
に
避
難
所
を
開
設
し
て

も
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
。

⑥
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ

た
施
設
で
あ
れ
ば
、
指
定
避
難
所

と
し
て
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑦
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
施
設
の
安
全

面
の
確
認
が
取
れ
れ
ば
、
発
災
後

直
ち
に
開
設
で
き
る
こ
と
。

⑧
小
中
学
校
の
中
に
は
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
施

設
も
あ
る
こ
と
。

⑨
福
祉
避
難
所
で
提
供
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
に
は
限
界
が
あ
り
、

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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１０
月
１
日
（
日
）
、
福
岡
市
役

所
西
側
ふ
れ
あ
い
広
場
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
共

に
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡

２
０
１
７
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
今
年
で
２０
回
目

と
な
る
、
人
権
を
楽
し
く
学
ぶ
た

め
の
「
福
岡
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ

ー
」
主
催
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

す
。ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
６８
団
体

よ
る
交
流
ブ
ー
ス
、
ふ
れ
あ
い
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
し
た
。
私
も
、
副
企
画
委
員
長

と
し
て
、
企
画
・
立
案
に
係
わ
っ

て
参
画
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
報
告
し
た
い
に
思
い
ま
す
。

人
権
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
２
万
１
千

人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
フ
ェ
ス
タ
入
場
バ
ル
ー
ン
）

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
と
は

そ
も
そ
も
、
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ

ス
タ
福
岡
と
は
「
福
岡
市
人
権
教

育
・
啓
発
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
暮
ら
し
の
隅
々
ま
で
人
権
の

意
識
が
根
づ
い
た
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
が
当
た
り
ま
え
で
あ

る
社
会
、
す
な
わ
ち
「
人
権
と
い

う
普
遍
的
文
化
」
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
の
で
す
。

基
本
方
針
と
し
て

（
１
）
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
市

民
が
、
楽
し
く
、
そ
し
て
自
然
な

形
で
人
権
に
接
す
る
こ
と
が
出

来
る
場
を
提
供
す
る
。

（
２
）
人
権
に
関
す
る
知
識
や
考

え
方
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
共
に
、
思
い
や
り
の
心
や
お
互

い
を
支
え
あ
う
心
の
大
切
さ
を

体
験
出
来
る
機
会
を
つ
く
る
。

（
３
）
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
に
お
い
て
、
２１
世
紀
を
担
う
こ

ど
も
た
ち
の
人
権
尊
重
の
心
と

態
度
を
育
成
す
る
機
会
を
つ
く

る
。

（
４
）
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

世
界
各
国
と
の
国
際
交
流
や
協

力
を
広
め
、
お
互
い
の
人
権
を
理

解
し
尊
重
し
合
う
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
国
際
感
覚

豊
か
な
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

る
。

（
５
）
人
権
に
関
す
る
市
民
グ
ル

ー
プ
や
団
体
等
の
活
動
を
広
く

市
民
に
紹
介
す
る
と
共
に
日
頃

の
活
動
の
発
表
の
場
と
す
る
。

（
６
）
人
権
に
関
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
市
民
団
体
間
の
連
携

を
推
進
す
る
。

こ
の
、
六
本
の
基
本
方
針
を
中
心

に
し
て
参
加
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
と
運
営
で

様
々
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
と

触
れ
あ
い
の
場
を
創
り
上
げ
て

行
く
こ
と
で
す
。

企
画
運
営
か
ら
開
催
ま
で

ま
ず
、
第
１
回
目
の
企
画
委
員

会
は
本
年
３
月
２２
日
（
水
）、
福

岡
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る
市
民
団
体
か
ら
構

成
す
る
１１

人
の
企
画
委
員
と
事

務
局
側
５
人
で
行
わ
れ
、
各
委
員

～
み
ん
な
で
集
お
う
心
ふ
れ
あ
う
人
権
広
場
～

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡
２
０
１
７
に
参
画
し
て

福
岡
支
部

久
保

親
志
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災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
操
作

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、

地
震
や
火
山
の
噴
火
、
豪
雨
等
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
、
被
災
地
等

へ
の
安
否
確
認
等
の
電
話
が
殺
到

し
て
、
電
話
が
か
か
り
に
く
い
状

態
（
ふ
く
そ
う
状
態
）
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
自
宅
の
電
話
番
号
等

を
キ
ー
に
し
て
、
安
否
確
認
等
の

伝
言
を
蓄
積
装
置
に
お
預
か
り
し
、

伝
言
の
録
音
及
び
再
生
に
よ
り
被

災
地
内
の
家
族
や
親
類
、
知
人
等

と
連
絡
を
可
能
に
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

無
料
ボ
イ
ス
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

（
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
）で
す
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
被
災
地
へ
の
通
信
が
つ
な
が

り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
提
供
開

始
や
録
音
件
数
な
ど
は
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
お
知
ら
せ
に
な

り
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
の
注
意
点

□
暗
証
番
号
付
き
で
ご
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
家
族
や
親
戚
、
知

人
等
と
の
間
で
、「
暗
証
番
号
」
を

予
め
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。□

限
ら
れ
た
録
音
時
間
内
で
的

確
に
情
報
を
録
音
で
き
る
よ
う
に

お
話
し
く
だ
さ
い
。

□
発
信
地
域
か
ら「
連
絡
を
と
り

た
い
被
災
地
の
方
の
電
話
番
号
」

ま
で
の
通
話
料
金(
通
常
、
電
話
を

お
か
け
に
な
る
場
合
と
同
様
の
料

金)

が
か
か
り
ま
す
。

□
携
帯
電
話
の
電
話
番
号
を「
キ

ー
と
す
る
電
話
番
号
」
に
は
設
定

で
き
ま
せ
ん
。

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
や
り
取
り
が
簡
単
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー

□
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
録
音
・
再
生
。

□
災
害
発
生
当
初
は
、被
災
地
の

方
の
連
絡
手
段
確
保
の
た
め
、
被

災
地
以
外
か
ら
の
録
音
を
規
制
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
災
害
に
よ
る
緊
急
時
の
連
絡

や
安
否
の
確
認
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
。

□
１
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
た
り
、
30

秒
ま
で
録
音
可
能
。

□
公
衆
電
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で
も
Ｏ
Ｋ
。

□
携
帯
電
話
か
ら
も
、ご
利
用
可

能
。

□
ご
利
用
料
金
は
、
被
災
地
ま
で

の
通
話
料
と
な
り
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
操
作
方
法

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）

１
・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１

７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
。

２
・
伝
言
の
録
音
方
法
「
１
」
の

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

３
・
自
宅
の(
被
災
地)

の
固
定
電

話
番
号
を
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ

ル
し
ま
す
。

４
・
「
１
」→

「
＃
」
を
押
し
て

伝
言
を
録
音
し
ま
す
。

(

こ
こ
で

電
話
を
切
っ
て
も
録
音
さ
れ
て
い

ま
す)

５
・「
９
」→

「
＃
」
を
押
し
て
、

伝
言
の
確
認

６
・
訂
正
は
「
８
」→

「
＃
」
で

確
認
し
ま
す
。

７
・
伝
言
を
確
認
後
、
通
話
を
終

え
ま
す
。

防
災
の
日
や
体
験
で
き
る
日
が

各
契
約
会
社
で
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
試

し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

現
在
は
、
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
災
害
用

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
契
約
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
話
は
出
来
な
い
け
ど
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、

使
え
る
の
で
便
利
だ
と
、
た
く
さ

ん
の
人
が
言
っ
て
い
ま
す
。

も
し
も
の
時
は
！

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

８
月
１８

日

筑
後
支
部

第
３

回
柳
川
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会

し
ご
と
支
援
部
会

８
月
２２

日

筑
後
支
部

第
５

回
柳
川
市
自
立
支
援
協
議
会
く
ら

し
支
援
部
会
会
議

第
３
回
柳
川

市
自
立
支
援
協
議
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
防
災
運
動
会
）
会
議

８
月
２７

日

第
３
回
筑
後
支
部

定
例
会

９
月
３
日

県
役
員
会

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

９
月
７
日

筑
後
支
部

１３

回

柳
川
市
社
会
福
祉
大
会

第
４
回

実
行
委
員
会
会
議

９
月
１５

日

筑
後
支
部

柳
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
公
演

９
月
１９

日

筑
後
支
部

第
６

回
柳
川
市
自
立
支
援
協
議
会
く
ら

し
支
援
部
会

第
４
回
柳
川
市
自

立
支
援
協
議
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
（
防
災
運
動
会
）
会
議

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

障
害
者
週
間
・
啓
発
活
動

障
害
者
週
間
を
前
に
し
て
１２

月
２
日
土
曜
日
に
小
倉
駅
前
で
北

九
州
市
障
害
者
福
祉
団
体
連
絡
協

議
会
（
略

称
・
障
団

連

参
加

団
体
４１
）

主
催
の
啓

発
活
動
が

行
わ
れ
た
。

障
害
者

団
体
か
ら

は
も
ち
ろ

ん
、
市
長
を
は
じ
め
と

し
て
市
議
会
議
員
、
行

政
担
当
者
等
々
１
３
０

名
余
り
が
参
加
し
て
い

た
。
開
始
式
の
あ
い
さ

つ
で
は
市
長
が
１２

月

市
議
会
に
お
い
て
北
九

州
市
障
害
者
差
別
解
消
条
例
を
提

案
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
ー
こ
の
条
例
立
案
に

は
障
団
連
も
積
極
的
に
関
わ
り
障

団
連
に
お
い
て
も
再
三
、
素
案
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ー

続
い
て
発
言
さ
れ
た
各
市
議
会

議
員
か
ら
も
積
極
的
な
条
例
実
現

の
支
持
が
表
明
さ
れ
た
。

１２
月
８
日
が
本
会
議
採
決

で
あ
り
、
こ
の
文
を
み
な
さ

ん
が
読
ん
で
い
る
頃
に
は
既

に
可
決
成
立
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
開
会
式
に
引
き
続

き
、
小
倉
駅
南
北
に
分
散
し

啓
発
文
の
同
封
さ
れ
た
ホ
ッ

カ
イ
ロ
が
行
き
交
う
人
た
ち

に
配
布
さ
れ
た
。

車
椅
子
の
人
た
ち

や
手
の
不
自
由
な

人
た
ち
は
ど
う
し

て
も
配
布
が
遅
れ

る
が
、
早
く
配
り

終
え
た
他
の
人
た

ち
が
手
伝
い
な
が

ら
１
時
間
ほ
ど
で
配
り
終
え
、
再

度
条
例
の
実
現
を
誓
い
啓
発
活
動

を
終
え
た
。 

 
 

北
九
州
支
部
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編
集
後
記

わ
だ
ち
編
集
時
で
す
が
、
例
年

よ
り
も
寒
い
日
が
多
く
、
皆
さ
ま

も
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

「沖縄の普天間第二小学校と、米軍普天間飛行場と隔てるのは、フェンスだけである。

授業を頻繁に妨げる爆音が、５年生の作文にある。＜先生の声が聞こえなくなる。

みんなの声も聞こえなくなる。ぼくは、「もうどうでもいいや。」と、えんぴつをなげ

た。▶渡辺豪著『私たちの教室から米軍基地が見えます』が、１９７０年〜８０年代

の学校文集を紹介している。米軍機に「うるさあーい、しずかにしろ！」と怒鳴った

子がいる。基地は広いのに校庭はなぜ狭いのかと、納得できない子がいる▶ある６年

生は、わたしたちの学校に、飛行機がついらくしたら、どうなるのでしょうか〉と書

いた。繰り返し訴えられてきた危険である。その校庭にきのう、米軍のヘリの窓が枠

ごと墜ちた▶落下ではねた小石のようなものが児童にあたったというから、かなりの

近さだろう。沖縄では一年前にオスプレイが海岸に落ちており、その後もヘリが民家

近くで炎上している。基地の厄災は目の前にある。とりわけ普天間は市街からの近さ

が際立つ。それでも政府は県内移設ができなければ撤去できないとの姿勢だ。すぐに

取り除かねばならない危険が、まるで交渉材料になっているかのようようだ。」

（１２月１４日朝日新聞朝刊・天声人語から転載）との、指摘に同感（７２年を）である

との賛同は簡単だが、爆音と危険に晒されている「沖縄の日常」を変えるには、何が

できるのかと「問われる」・・・と、黙し、返す「言葉」がない自分の不甲斐さに打ち

のめれる自分がいる。〜しかし、立ちすくむ自分を奮い立たせて、叫ぶ・・・沖縄を

考えることを持続し、やれることを考え続けて、抗うしかないと憶う。ささやかな、

微々たる抗いでも持続することだと・・・師走の寒風と時を刻む「歴史」に沖縄を

憶う。（しん）

会員・賛助会員の皆様、是非是非 意見・提言・雑感・本誌の感想など何でも

可能。投稿をお願いします。事務メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。

どうぞよろしくお願い致します。

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。
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